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時代診断の言葉を使うなら、「甲羅のない蟹」（Karl Mannheim, Diagnosis of our time : Wartime 
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語られている。罪は 7 回まで赦せばよいかと問う使徒ペテロに対し、マタイ伝第 18 章第 21－2
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2 節では、7 の 70 倍まで赦しなさいとイエスは答えている。マタイ伝第 18 章第 35 節では、「あ
なたがたの一人一人が、心から兄弟を赦さないなら、私の天の父もあなたがたに同じようにな













































 各村は、成人全員の選挙で、パンチャーヤット（普通は 5 人）を選ぶ。村が大きい場合、5
人から 11 人を選ぶこともある。パンチャーヤットは全員一致でサルパンチ（議長）を選ぶ。全
員一致ができない場合、村民の成人全員が、パンチャーヤット員から議長を選挙で選ぶ。パン














































































が話し合って両者の合作として形成されたものであると考えられる。（Douglas Root, pp.15-27, 
John Andrew Gallery, pp.8-11.） 
 ウィリアム・ペンの友愛と非武装平和に基づく政府構想は、トランスナショナルな思想に支









いるのである。（賀川豊彦、『世界国家』、第 4 巻第 5 号、「ウィリアム・ペン」、16 頁、『世界国
家』、第 5 巻第 1 号、「世界平和に向かって人々はどう努力したか（1）」、28－29 頁、ヴァイニ
ング夫人著、『民主主義の先駆者 ウィリアム・ペン』、1－3 頁参照。） 






式の礼拝が、1 週間に 1 回行われる。7 箇所では、日曜日に、他の 1 箇所では、金曜日に公式の
礼拝が行われる。 




がある。事務会は、月ごとに行われる月会・四季ごとに行われる季会・1 年に 1 回行われる年
会がある。重要事項は、これらの事務会に諮って決定される。フィラデルフィアでは、現在、
月会が年 8 回、季会が年 4 回、年会が年 1 回開催されている。月会、季会は、現在、日曜日に、




























































87 頁、93－94 頁参照。ＮＨＫテレビ、「法然と親鸞」、2011 年 7 月 31 日午前 1：35－2：20 放
送参照。） 
 最後に、氏子中心型祭礼に言及して、この章を終えることにしよう。 
 ここでは、この事例として、東京都世田谷区小田急線豪徳寺駅前商店街で毎年 9 月第 3 土曜
日と第 3 日曜日に開催されている世田谷八幡宮の祭礼を取り上げて論じることにしよう。 
 世田谷八幡宮は、江戸三大奉納相撲で有名な神社である。世田谷八幡宮の例大祭は、豪徳寺
1丁目町内会から 6丁目町内会の 6町内に分かれて毎年挙行されている。6町内の合計氏子数は、
約 20000 人である。各町内には、各町内の大人が担ぐ神輿と子ども神輿の 2 種類がある。各町
内の神輿を納めてある倉は、世田谷八幡宮の中にある。本章では、そのうち、豪徳寺 1 丁目町
内会の例大祭を取り上げて論じることにする。1 丁目の例大祭では、町内会の全員が参加して
行われている。例大祭では、大神輿 1 台・中小の神輿 2 台・山車・行列の渡御が行われている。
豪徳寺駅前商店街から世田谷八幡宮までの範囲に渡って渡御が行われている。祭礼では、その




祭礼委員長 1 名、祭礼副委員長 3 名、御神酒所担当 12 名、祭礼実行委員長 1 名、祭礼実行副委
員長 7 名と祭一会・勇志会・悌友会、祭礼実行委員は、会計 3 名、庶務 4 名、神輿・山車先導
3 名、神輿・山車 14 名と豪徳寺 1 丁目町会・おやじの会及び準備と案内の係となっている。 
 準備と案内の係の内訳は、神輿組み立て・解体 2 名、神輿の水担当 3 名、交通 2 名、駅前警
備 10 名と豪徳寺 1 丁目町会、装飾 5 名、敬老行事 4 名、子どもの菓子担当 4 名、おにぎり担当
3 名、神輿の会の接待 7 名となっている。祭礼費用は、町内の氏子による奉納金によって賄わ
れている。祭礼では、敬老を祝う記念行事も併せて行われている。2010 年度の祭礼行事の予定
の日程は、以下のようになっている。 
9 月 11 日（土）午後 7 時 30 分 お休み処撤去作業 
9 月 16 日（木）午後 1 時 御神酒所集合 御神酒所作り 
17 日（金）午後 1 時 全委員御神酒集合 御神酒所準備 
午後 7 時 宮司さんの御魂入式 
18 日（土）午前 9 時 御神酒所集合、奉納受付準備 
12 時 敬老記念撮影の準備 
午後 1 時 敬老記念撮影の受付開始 
3 時 敬老記念撮影の終了予定 
5 時 45 分 城山小学校児童有志 5・6 年生 
 による城山ソーラン節（豪徳寺駅前） 
6 時 15 分 地元有志による神輿渡御（豪徳寺駅前～商店街） 
7 時 山下民謡流し踊り（福室庵前～豪徳寺駅前） 
7 時 30 分 越中おわら節（海老名おわら、四季の会） 
 雨天時は駅前だけで行います。（福室庵～豪徳寺駅前） 
19 日（日）午前 8 時 神輿準備 
9 時 御神酒所集合、奉納受付準備 
12 時 御神酒所全委員集合 
午後 12 時 15 分 全委員渡御出発、（子供神輿。山車） 
コース 御神酒所→八幡宮→世田谷小学校裏→豪徳寺中通り→ 
  休憩 休憩 
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午後 2 時 30 分 豪徳寺駅ガード→スーパートップ前→御神酒所 
 帰着予定 終了 
午後 3 時 御神酒所全委員集合 
午後 3 時 30 分 大神輿渡御出発 
コース 御神酒所→旧竹軍商店前→乗泉寺→金沢接骨院横→八幡宮 
  休憩 
 →金沢接骨院横→セブンイレブン前→御神酒所 
  休憩 
 →山下商店街（御神酒所）→豪徳寺駅前→御神酒所 
  休憩 どっこい 
午後 7 時 40 分 大神輿渡御終了予定 
20 日（月祝）午前 9 時 御神酒所片付け 

















秀忠 2 代に仕えた井伊家 2 代目大名の井伊直孝である。彼は、鷹狩りの途中で、この寺の前を
通りかかり、猫が招くのを不思議に思い、この寺の中に入り、お茶を振舞われ、寺の和尚の法
話に耳を傾けていたその時、空がにわかに掻き曇り、大雨と雷鳴が響き渡り、寺の前の彼が立っ





011 年の絵馬祈願には、福島第 1 原子力発電所の事故が早く収束するようにとの願いの祈願が
あるのが目を引いた。絵馬祈願には日本語の祈願が多いが、中には、ハングル・英語・フラン
ス語の絵馬祈願もあり、グローバル都市の東京に相応しい国際的な祈願が行われている。また、






































（レビ記 19 の 18）として、憎悪や「復讐心」を厳禁したが、この国民に対する隣人愛の規定



























































始キリスト教に継承されていったのである。（Max Weber, Gesammelte Aufsätze zur Religions- 














































































































































































































































































































































































































































































出される相互扶助社会の諸事例について述べている。ここでは、その中から、1906 年 4 月 18 日
のサンフランシスコ大地震と 1985 年のメキシコシティ大地震の事例を取り上げて論じてみよう。 
















































































































4 章を、苦難と社会統合の関係、5 章を、結びとすることにした。 
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